











Recent Research Trends of a Major Journal
on English Education: an Analysis of Methods and Themes












　次に更に日本の英語教育研究を遡るために JACET Journal に焦点をあてて歴


























ろうか。本研究では TESOL (Teachers of English to Speakers of Other Languages) 




せて 52,000 に上る、アメリカ最大の第二言語教育学会である（2011 年 11 月現






2007 年 TESOL と言語政策
2008 年 TESOL にとっての心理言語学






　さて本研究では、これら特別号は除き各年の 1 号、2 号、4 号の掲載論文
を調査の対象とした。また、TESOL Quarterly の応募分野はいくつかあるが、
その中で Articles（リサーチ論文）、Forum （既に出版された論文についての

























と 4 技能のいずれかを組み合わせたテーマを持っているため、4 技能を加える
と分類時に「コウモリ問題」が発生するためである。



















　本研究で分類した TESOL Quarterly の論文数は 2006 年出版の論文 31 本、
2007 年が 30 本、2008 年が 27 本、2009 年が 28 本、2010 年が 31 本、5 年間の
合計で 147 本であった。
最初にこれらを年単位でテーマについて分析したところ以下のようになった。
表 1.　2006 年から 2010 年までのテーマ別割合
ʐ˂ʨ ᝲ୫ୣ пͶȾԬɔɞҾն(%)
ɵʴɷʯʳʪǾESPǾ᜘᝙୑ኍǾଡ଼ᑎᝲ 15 10.2 
஗ఙˁߴޙಇଡ଼ᑎǾɮʨ˂ʂʱʽ  3 2.0 
᜘᝙ޙǾፋ᝙ᝲǾ৙֞ᝲ  0 0  
ޙ᏿ᐐᛵىǾӦൡ͇Ȥ 12 8.2 
᝙ञǾ᝙ႊᝲ 14 9.5 
ᬩۦޙǾᬩᬬᝲǾᄉᬩ  0 0  
ʡʳɺʨʐɭɹʃǾᇋ͢᜘᝙ޙ 17 11.6 
॑ျ᜘᝙ޙ  2 1.4 
ቼ̝᜘᝙᏿ीǾ˹ᩖ᜘᝙ 17 11.6 
ଡ଼׆ଡ଼ᑎ 21 14.3 
ʐʃʐɭʽɺǾ᜻Ι  5 3.4 
ૌഈ஁ศǾૌഈ੫ᚓ 20 13.6 
ȰɁͅ 21 13.2 
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図１.　2006 年から 2010 年までのテーマ別分類











表２．2006 年から 2010 年までの研究方法別割合
図 2.　2006 年から 2010 年までの研究方法別分類
ᆅሱ஁ศ ᝲ୫ୣ пͶȾԬɔɞҾն(%)
޴᮷ˁଡ଼ᑎӛ౓ລް 23 15.6 
ɬʽɻ˂ʒ  9  6.1 
ɻ˂ʃʃʉʑɭ 25 17.0 
ʡʷʒɽʵґ౏ 16 10.9 
ᝲျᄑᜓᝢ 28 19.0 
ްᦀґ౏ 10  6.8 
ᝬᝈґ౏ 11  7.5 


















る。例えば、JACET Journal では教育効果測定が 3 割を超え、定量分析など統
計を使用した論文が多いことが指摘されている（河野 2009）。しかしながら
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